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1　緒 言

　小児の身体計測値を組みあわせてつくられる指数の種

類は少なくないが，そのうちもっとも簡単なものは身長

と体重を組みあわせたものであり，とくに体重÷身長n

で表わされる指数は，体型指数として，あるいは栄養指数

としてひろく用いられている．この式でn＝2のものが

乳幼児の栄養状態を判定する際に用いられるKaup指

数（以下指数Kとする）であり，n＝3のものが学童の栄

養状態を判定する際に用いられるRohrer指数（以下R

指数とする）であることは周知のとおりである．筆者は，

学童の栄養状態を表わす指標として好んで用いられるR

指数が，何故乳幼児の栄養状態の指標となり得ないのか

について，かねてから関心をもっていたが1），今回，身

長別体重基準値を検討する過程で興味ある知見を得たの

で，報告する．

∬　研究方法および研究結果

　文部省から毎年発行される学校保健統計調査報告書に

は，年度によって男女別，年齢別に身長別体重の平均値

が記載されている．このうち昭和43年度2）については6

歳から14歳までであるが，昭和45年度3），昭和46年度4），

昭和52年度5）および昭和53年度6）においては5歳から17

歳までの身長別体重平均値が記載されているので，これ

らを研究材料として用いた．

　身長（以下Hとする）と対応する体重平均値（以下W

とする）の関係を表わす式，すなわちW＝f（H）にはい

く通りも考えられるが，K指数やR指数のもつ性質を分
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析するためには，W÷Ha×bという関係式におけるとa

をbを求めることが必要である．この式におけるaとb

を求めるには，まずlog　W÷a×IO9　H＋log　bという形

に変換するのが通常であるが，それから先の処理には次

のようないくつかの方法が考えられる．

1．　回帰方程式法A（以下A法とする．）

　これは回帰方程式y＝ax＋bにおける回帰係数aとb

を求めると同じ方法で，さまざまなHとWの組みあわせ

においてこの関係式が成立するaとbを，最小自乗法に

よって求めるものである．この際Hはそれぞれの年齢

において頻度の高い順にえらぽれた20階級の身長を，m

単位で表わした数値とし，同じくWは対応する体重平均

値をkg単位で表わした数値とする．この20階級に含ま

れる児童生徒数が，調査対象者総数の中に占める百分率

を昭和53年度の資料について計算すると，表1のア欄に

示す通り，11歳～14歳の男と10歳～11歳の女の場合がや

や低いほかは，すべて90％以上であって，第2急進期の

発現時期に個人差が多いことを示している．

　表2は，昭和53年度の資料からこの方法によって求め

られたaとb，およびHα×b＝Gから計算されるGとW

の差が比較的大きい場合が，20組のなかにどれほどある

かを示したものである．この表から明らかなように，a

の値には年齢によるちがいがかなり顕著であって，男女

いずれにおいても年齢が高くなるとともに大きくなって

いる．しかし13歳（女）あるいは14歳（男）から再び小

さくなり，17歳では男女とも5歳の時より低い値となっ

ている．なおこの表において，不一致数1とはWとGの

差がGの0．5％以上であるもの，皿は同じく1．0％以上

であるものの数を，皿は20階級から小さい側と大きい側

をそれぞれ5階級除いた残りの10組のGとWの組みあわ
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表1頻度の高い20の身長階級が占める％（ア）とその中央の1011皆級

　　が占める％（イ）

昭和53年度

区 分 ア イ

年齢 性 男 女 男 女

5 96．9 96．9 71．3 72．8

6 96．2 95．8 71．7 70．7

7 95．5 95．4 68．6 68．8

8 94．9 93．7 67．0 65．5

9 93．6 91．7 63．7 60．3

10 90．8 87．4 61．0 55．0

11 87．0 85．9 55．7 53．0

12 79．9 91．2 47．2 60．6

13 79．1 94．1 46．2 66．0

14 85．7 95．2 55．0 68．5

15 91．1 95．3 61．7 67．7

16 92．5 95．5 63．3 67．6

17 93．0 95．4 63．1 69．4

せのうち，その差がGの0．5％以上であるもの，Nは同

じく1．0％以上であるものの数を表わしているが，13歳

男や17歳男の場合のようにきわめてよく一致しているも

のがある反面，過半数が0．5％以上である場合が決して

少なくない．

2．回帰方程式法B（以下B法とする．）

　これはA法と同じ回帰方程式法であるが，HはA法の

場合に用いた20階級から，小さい側と大きい側をそれぞ

れ5階級除いた残りの10階級を用いるものである．この

方法が意図するところは，Hが大きいとき必ずWが大き

いかといえばそうでない場合もあること，すなわち，Hが

異るにかかわらずWが等しいとか，さらにはHとWの大

きさが逆転している場合が，頻度の比較的低い部分によ

り多く認められているので，その影響を除いてできるだ

け不一致数の少ないaとbを求めようということである．

この10階級の中に含まれる児童生徒数が調査対象者総数

の中に占める百分率を計算すると，表1のイ欄に示すと

おりであって，20階級の場合とほぼ平行しているが，当

然のことながら全般的にやや小さく，12～13歳の男の場

合は50％を下廻っている．

　表3は，このB法を用いて求められたaとb，および

不一致数を示したものである．この表に示されたaの値

には，A法によって得られたaと完全に一致した数値は

ひとつもないが，年齢の増加とともにいったん大きくな

り，その後再び小さくなる傾向が認められる点ではA法

の場合と同じである．不一致数を1だけについて比較す

ると，10歳（男）あるいは11歳（女）以下の低年齢にお

いて，B法が少ない傾向が認められる．　A法が少ない場

合も少数見られるが，5歳女を除いてはいずれも比較的

年齢の高いところに現われている．B法の1が少ない場

合のうち，工一皿，すなわち頻度が比較的低い部分にお

いての不一致数を比較すると，A法が少ない場合があり

（7～9歳の男），頻度の比較的低い階級を含めるか含

めないかのちがいが現われている．

3。勾配平均法C（以下C法とする．）

　勾配平均法とはかりに名づけたもので，次の順序でa

とbを計算する方法である．

（1）aの計算

　lo9「VZ÷a×10gH＋logbから，　a＝（10g　Wノー－logW）

÷（log　HL　log　H）が導かれる．この場合，　Hと　H’

の組みあわせをかえることによって得られるいく通りか

のaの中から，代表値をえらべばよい。B法の場合と同

（56）
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表2　回帰方程式法AによってえられるW≒Ha×bにおけるaとbの値および

　　G＝Ha×bとの差が大きいWの数
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年
生
1

男

女

じIO組のHとWを用いれぽ，得られるaは45通りになる

が，そのすべてを計算することにはあまり意味がないの

で，すべてのHを1回ずつだけ用いるとして，Ht・・H＋

5とすれぽ，HとH’の組みあわせは5通りになるので，

得られる5通りのaを単純に平均して代表値aとする．

（2）bの計算

　log　b＝log　W－a×10g　Hであるから，上記で得られ

たaを用いて計算すると，HとWの組みあわせは10通り

であるから，得られる10通りのbを単純に平均して代表

値bとする．

　表4は，表3と同じ資料についてC法を用いて計算し

たaとb，および不一致数を示したものである．この表

から明らかなように，年齢の増加とともにaがいったん

大きくなり，その後再び小さくなる傾向はA法，B法の

場合とほとんど同じである．しかし，このC法はB法と

同じ10組のHとWを用いて計算されているにかかわらず，

得られたaとbの値がともに一致しているのは全くない．

7歳女と8歳女でaは一致しているが∂はわずがに異っ

（57）
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表3回帰方程式法Bによってえられる

　　G＝　Hα×bとの差が大きいWの数

W÷Hα×bにおけるaとbの値および
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ている．ただ，この程度の差では不一致数には全く影響

が現われていない．

　このように，3通りの少しずつ異ったaとbが得られ

るが，この3個のaの中から代表値をひとつだけえらぶ

とすれば，それは不一致数ができるだけ少ないというこ

とを基準にすることができる．そこで，まず1のもっと

も少ないもの，1が等しいときは五が少ないもの，とい

うように皿，Nまで比較し，これらがいずれも等しいと

きはA法，B法，　C法の順でえらぶと，表5に示すよう

になる．この表には昭和53年度だけでなく，H別のWが

示されているすべての年度について，同じような方法で

求められたaの値を示してある．また，aの数値の末尾

に記入されているA，B，　Cは，それぞれA法，　B法，

C法のどれによって得られたかを示したものであって，

④とか⑧は不一致数が等しい場合の選択順位の上位にあ

ったものを表わしている．A，　B，　Cのうち，どれが多

かったかを参考までに数えてみると，男の場合はAが26

（うち④が，2），Bが19（うち⑧が6），　Cが16であり，

（58）
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表4　勾配平均法Cによってえられる

　　G＝Hα×bとの差が大きいWの数

W÷Ha×bにおけるaとbの値および
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女の場合はAが23（うち④が1），Bが24（うち⑬が9），

Cが14であって，B法とC法とで不一致数が等しい場合

がかなりある反面，C法の不一致数が，　A法，　B法のど

ちらよりも少ない場合があることがわかる．このことは，

A法あるいはB法とC法を組みあわせると，すなわち，

aは回帰方程式法で求め，bを勾配平均法で求めると，

さらに不一致数が少ないaとbが得られる可能性が，残

されていることを示すものとも考えられる．そこで，表

3に示された4に対するbをC法で求め，得られるGに

ついてWとの不一致数をみると表6のようになる．この

表を表3と比較してわかることは，B法で得られたbの

値とB法とC法を併用して得られたbとの間には，き

わめてわずかな差があるだけであって，不一致数におい

てもほとんど差がないということである，とくに3通り

のaのうち，C法の不一致数がもっとも少なかった6歳

男，8歳男および15歳女についてみると，表3と表6の

不一致数は全く等しく，いずれもC法より多い．すなわ

ち，aとbのうち不一致数に関係するのはおもにαであ
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表5aの値の一覧表

性 年　齢 昭和43年度　　昭和45年度　　昭和46年度　　昭和52年度　　昭和53年度

男

5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7

　　　　　　　　2．130A　　　　　2．094A　　　　　2．135C　　　　　2．084B

Q．104B　　　　　2．132B　　　　　2．204C　　　　　2．302C　　　　　2257C

Q．323A　　　2．301⑬　　　2．256A　　　2．518A　　　2．663B

Q．358C　　　　　2．347C　　　　　2．539C　　　　　2．597C　　　　　2．586C

Q．444B　　　　　2．473C　　　　　2．621A　　　　　2．798C　　　　　2．905B

Q．681A　　　2．599A　　　2．713A　　　3．025⑧　　　2．925B

Q．666A　　　2．672A　　　2．772A　　　3．094C　　　2．923⑧

Q．795A　　　　　2．735A　　　　　2．727A　　　　　2．919B　　　　　2．807A

Q．896A　　　　　2．802B　　　　　2．833A　　　　　2．927C　　　　　2．937A

Q．695B　　　　　2．679C　　　　　2．718B　　　　2．640C　　　　　2．648A

@　　　　　　　2．452⑧　　　2．066B　　　2．232B　　　2．358A

@　　　　　　　2．115④　　　2．105A　　　2．067C　　　2．030⑧

@　　　　　　　2．019④　　　1．924⑧　　　1．971A　　　1．906A

，
　
　
　
女

5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7

　　　　　　　　2．034C　　　2．147C　　　2．103⑧　　　　2．171A

Q．128C　　　2．120B　　　2．216⑧　　　2．366⑮　　　2．320B

Q．299C　　　2．361B　　　2．358B　　　2．518B　　　2．511⑧
Q．424B　　　2．589B　　　2．339⑧　　　2．744A　　　2．727⑧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Q．497B　　　2．524A　　　2．549A　　　2．806A　　　2．751⑧

Q．738C　　　　　2．714A　　　　　2．786A　　　　　3．163B　　　　　2．949B

Q。940B　　　　　2．995A　　　　　3．146C　　　　　3．086A　　　　　3．301B

Q。884C　　　　　3．026C　　　　　2．942A　　　　　2．929A　　　　　2．941B

Q．426B　　　　　2．392B　　　　　2．379C　　　　　2．274C　　　　　2．389A

Q。123C　　　　　2．037A　　　　　1．992A　　　　　2．059A　　　　　1．995A

@　　　　　　　1．820A　　　　　1．598C　　　　　1．837A　　　　　1．740C

@　　　　　　　1．771A　　　　　L770A　　　　　1．718A　　　　　1．757A

@　　　　　　　l．750④　　　1．822C　　　1．666⑬　　　1．616⑬

って，bの値をかえることによって不一致数を少なくす

ることは，あまり期待できないと考えてよいようであ

る．

　表5の所見をまとめると次のようになる．

（1）　aの値は男の場合は1．906～3．094の間，女の場合

は1．598～3．301の間にあり，大多数すなわち男の場合

の92％，女の場合の69％が2と3の間に含まれている．

aの値をさらに細かくわけて，2．0未満を第1群，2．0以

上2．5未満を第2群，2．5以上3．0未満を第3群，3．0以上

を第4群とすると，男の場合は61のaのうち，第1群が

3，第2群が25，第3群が31，第4群が2であるのに対

し，女の場合はそれぞれ14，25，19，5であって，第3

群と第4群の合計，すなわち2，5以上のものは男の場合

が多く，2．0未満の第1群は女の場合がはるかに多い．

（2）年齢による差をみると，男の場合は昭和52年度の11

歳を除いてはいずれも13歳がもっとも大きい．女の場合

はこれよりややはやく，10～12〕歳にピークがある．この

ピークをはなれるにしたがってaは小さくなっているが，

年齢の多い側の傾斜は女の場合がとくに顕著である．

（3）年度によるちがいもかなり顕著で，第3群と第4群

（60）



身長体重指数について

表6　回帰方程式法Bによるaを用い勾配平均法Cによってえられるbの値およ

　　びG＝H・×bとの差が大きいWの数
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性
’

男
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の合計，すなわち2．5以上のものが昭和43年度，昭和45

年度，昭和46年度の合計では，男の場合が49％（35中17），

女の場合は34％（35中12）であるのに対し，昭和52年度

と昭和53年度の計ではそれぞれ62％（26中16），46％（26

中12）と高くなっており，全般的に増大する傾向がある

といえるようである．

（4）年度による差を年齢別にみると，ピークの前後の年

齢における増大がとくに著しく，男の場合は7～12歳に

増大傾向がみられ，10歳では10年間に0．46の増大になっ

ている．女の場合は7～11歳に増大傾向がみられるが，

増大の幅は男の場合にくらべると小さい．

皿　考 察

　W÷Hnで表わされる指数には，前記のK指数（イギ

リスではこれをQu6telet指数と呼んでいる），　R指数の

ほかに，n＝1のQu6telet指数（以下Q指数とする）な

どがあり，それぞれの特性によって使いわけられている．

このうちK指数は，Kaup　7）が身長と体重の平衡（Ausg・

（61）
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表7　Hs群とHl群のR指数の比較

昭和53年度

体重区分 W G

性

　
　
　
麹
ミ
区
分
年

Hs群 H1群 Hs群 H1群

5 144．4 135．5 145．0 134．6

6 136．7 129．6 136．8 129．1

7 130．5 127．4 130．1 126．9

8 127．2 125．0 127．4 123．7

9 125．0 125．3 124．6 123．8

10 124．8 123．5 123．5 123．0

男 11 123．7 122．5 122．6 122．1

12 121．3 121．0 122．5 121．1

13 119．2 118．5 119．3 118．9

14 120．9 119．0 120．4 118．1

15 125．6 120．0 123．7 119．5

16 125．4 119．4 125．9 119．5

17 126．9 120．2 126．7 119．6

5 146．0 136．4 145．0 135．7

6 136．7 129．4 136．3 129．3

7 131．3 126．5 130．7 126．0

8 126．4 124．8 127．0 124．6

9 124．0 121．7 124．1 122．0

10 121．8 120．8 121．6 121．2

女 11 120．3 121．8 120．1 122．4

12 123．3 122．5 123．9 123．6

13 130．3 124．7 129．4 124．8

14 133．3 125．7 133．6 126．1

15 139．0 128．5 138．3 128．6

16 139．6 131．3 140．2 130．6

17 142．1 130．6 140．8 130．0

1eich）を表わす指数として推奨して以来広く用いられる

ようになったが，わが国では中山8）が述べているように，

乳幼児の栄養状態判定の示標としてもっともしばしぽ用

いられている．しかしKaupも指摘しているように，指

数から計算された標準体重（Soll－Gewicht）と比較して

かなりの差があるときでも，それだけで栄養状態を判定

することは適当でないようである．船川ら9）は，指数の

みによって病的状態の判定を下し，または優劣の評価を

行うことは適当でないにしても，評価のためのひとつの

参考として用いることはできると述べており，また高野

ら10）は，栄養状態の判定には，K指数のほかに，筋肉の

緊張状態や皮下脂肪厚についての検査を併用することが，

必要になってくるとしている．このように，いくらか条

件つきながら，乳幼児期にK指数が好んで用いられる理

由は，生後3ヵ月以前は例外として，月・年齢による変

動が少ないために使いやすいぽかりでなく，標準偏差が

小さいこと，上腕囲や皮下脂肪厚との相関が高いこと，

などがあげられている（中村11），中山ら12），高石ら13））．

（62）
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　乳幼児期におけるひとつの示標としてのK指数の評価

がかなり高いのにひきかえ，学童期の栄養状態を表わす

示標としてのR指数に対する評価はいくらかちがってい

る．R指数が，　Liviの考案した制諏÷Hから誘導され

たものであることは周知のとおりであり，わが国では肥

満学童のスクリーニソグに好んで使われているが，この

指数についてもっとも問題になる点は，すでにKaupも

指摘しているように，身長が比較的小さな場合に大きな

値となり，反対に身長が比較的大きな場合に小さな値と

なる傾向があるということである．南浦14）は，学童を対

象にした研究において，同じ程度の栄養状態を示す場合

でも，身長が高けれぽ高いほどR指数は小さな値を示し，

身長が小さければ小さいほど大きな値を示すのをみて，

R指数は栄養状態を表わす標尺にはできないと述べてお

り，さらにこれにつづく研究15）において，年齢的動揺が

大きい点から，また栄養評点との相関係数が小さいこと

などから，R指数は栄養指数としてはあまり信頼できな

いと結論している．表7は，身長の大小がR指数にどの

ような影響を与えているかをみるため，昭和53年度につ

いてB法で計算する際に用いた10階級のうち，身長のも

っとも小さい集団（Hs群とする）ともっとも大きい集

団（H僻とする）に属する児童生徒のR指数の平均値

を，それぞれの年齢のHとWおよびGから推定して得た

数値を示したものである．この表から明らかなように，

Hs群すなわちその年齢において身長の比較的小さい群

のR指数の平均値は，身長の比較的大きい群の指数の平

均値より，ほとんどすべての年齢において大きく，後者

が大きいのは9歳の男（W）と11歳の女（WとG）だけ

である．R指数が栄養状態を表わすものであるならば，

この数値が大きい低身長のものが，高身長のものより平

均してすぐれた栄養状態にあるということになり，従前

から指摘されていたことと一致する．

　なぜこのようなことがおこるのかについて考えるうえ

で，重要な手がかりを与えているのが表5のaの値であ

る．すなわち，aが3より小さい年齢においては，　Hが

大きいもののW÷H3がHの小さいものより小さいのは

当然である．かりにa÷2，すなわち同年齢の大多数の

小児のHとWについて計算されるW÷H2が，ほぼ一定

の恒数を示す場合をK指数的体型，a＃3の場合をR指

数的体型と呼ぶことにすると，小学校低学年においては

乳幼児期と近似したK指数的体型であるが，年齢が高く

なるにつれてR指数的体型に近くなってくる．しかし，

R指数的体型に近い体型を示す時期はきわめて短く，男

の13歳女の11歳をピークにして，これをすぎると再び

K指数的体型へとかわってゆくのである．このように，

aの値が小児の発育過程で変動することは，角16）も指摘

している，彼は乳幼児から学童に至る身長と体重の月・

年齢別平均値を出して，これを身長・体重垂直座標に撒

点して連結すると，あるときにはw÷H2に非常によく

一致しているが，ある時期にはW÷H25に，ある時期

にはW÷H2・8やW÷H3に一致しているのを見ている．

K指数やR指数のほかに，W÷H2・　sやW÷H2・8という

指数が考案されるのも，このあたりにその原因がある．

いずれにしても，これらの指数は小児のある限られた時

期にしか使えないことは，表5から明らかである．ここ

で注目したいのは，a＞2．5のR指数的体型に近い体型

（かりに準R指数的体型とする）を示す年齢が年々低い

ほうに拡大していることで，昭和45年度には男の10～14

歳，女の8～12歳がこの体型であったのが，昭和53年度

には男女とも7歳までひろがってきており，小学校低学

年児童の準R指数的体型化が年々すすんでいるといえる．

この体型の変化は，同一身長で年齢が異る小児の体重を

比較したとき，従前は低年齢の体重が少ない傾向にあっ

たものが，次第に逆転してきていることと関連しており，

身長別体重基準値を考えるうえでのひとつの課題である．

　このように，W・≒Ha×bにおけるaの値は，2よりや

や小さいところで小児期を終るわけであるが，成人期は

どうであろうか．この点では，肥満が死亡率のもっとも

高い冠動脈疾患のrisk　factorであるとの認識を前提に，

その判定法の一環として諸外国でかなり研究されている．

Khoslaら17）は，20～24歳の617人についてaを計算し

た結果1．94を得ており，．R指数は背の低い人（shorter

persons）の肥満を過大に見積る（overestimate）が，　K

指数にはこのようなことはなく，Hとの相関はほとんど

無視できると述べている．Benn　18）は，肥満の指標とし

ての基準は，脂肪蓄積（adiposity）と高度の相関をもつ

こと，Hとは相関がないことであるとの前提のもとに，

K指数がもっともよいであろうと述べている．さらに彼

は，W÷Ha×bにおけるaの値がふたつの整i数の中間く

らいにあるときは，　aのかわりに相対的体重　（relative

weight）を使うほうがよいと提言している．またGold・

bourtら19）は，40歳以上の成人を対象とした研究において

aの値は40～49歳では，1．82～2．・24，50～59歳では1．50

～1．94，60歳以上では1．11～2．27であるとし，高年齢に
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おいてかなりの幅があるものの，身長体重指数としては

K指数が最良のものであるとの結論を得ている．わが国

においても，芳賀ら2°）は20～69歳の男女合計4216人に

ついてW一Hpa×KにおけるPを計算し，男では1．438

（30～39歳）～2．051（60～69歳），女では1．650（50～

59歳）～2．047（60～69歳）の範囲にあることを認めた．

さらに皮脂厚との相関が高く，Hとの相関がもっとも小

さいという点で，K指数がもっともすぐれていると結論

している．このように，乳幼児期だけでなく，成人期に

おいてもK指数の利用価値はかなり高いと考えられてい

る．しかし，これらといくらか異った見解を示している

学者もある．すなわち，Florey　21）は男にとってはK指

数がもっともよいとしながらも，いくらか控え目な表現

で女にはQ指数がよいと述べるとともに，どちらの指数

も脂肪蓄積の指標としては不充分（poor）であることを

認めている，Floreyが女の場台はK指数よりQ指数が

よいと考えた根拠は，皮下脂肪厚との相関についてはK

指数とQ指数の間にそれほどの差がなく，一方Hとの相

関において，K指数では一〇．20であるのに対し，　Q指

数では0．03と小さいことを見ていることによるものであ

るが，このことは表5に示された17歳のaの値が，女の

場合は男の場合より小さい傾向があることと，関係があ

ると考えてよいようである．

1＞　要 約

　体重W＊身長Ha×bにおけるaとbを，学校保健統

計調査報告書に記載されている男女別，年齢別，身長別

体重平均値を用いて計算した．aとbを計算するにあた

って用いた方法は，頻度の高い順にえらんだ20の身長階

級についてのHとWから，回帰係数としてのaとbを求

める方法，同じく頻度がさらに高い10の身長階級につい

て回帰係数aとbを求める方法，およびlog　Hの増加

と10gWの増加の比率からまずaを求め，ついでbを

計算する方法の3通りである．

　このようにして得られる3組のaとbのうち，Hα×b

＝Gで計算されるGとWが，もっともよく一致している

場合のaを代表値としてえらび，これを男女別，年齢別，

年度別に検討して得られた結果をまとめると，次のよう

になる．

（1）男の場合，aの値は1．906～3．094の間に，女の場

合は1．598～3．301の間にある．大多数，すなわち男で

91％，女で69％が2と3の間にある．

（2）aの値がもっとも大きい年齢は，男の場合は11～13

歳，女の場合は10～12歳である．ここをピークにして，

全体的にはなだらかな山形をつくっているが，女の場合

は年齢の多い側の傾斜が顕著である．

（3）年度別に推移をみると，男女とも7～11歳のところ

では年度があとになるほどaの値が大きくなっており，

a÷3のR指数的体型に近い体型の小児が，とくに小学

校低学年のところで多くなってきている．

（4）以上の所見から，乳幼児あるいは成人の場合はK指

数を用いることがもっとも妥当であるとしても，学童に

ついては，K指数あるいはR指数を単独に用いてなにか

の評価を試みることは，たとえそれがスクリーニソグの

目的で行われるものであるにしても，さけたほうがよい

と思われる．
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